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№.６６ 松永和久 

【 Ａ君の言葉：「教えて！」「ありがとう！」 】 

〇 今日、朝校庭で立っていると、１年生の 

 A 君が、「校長先生、逆上がりのコツを教え 

てください。」と話しかけてきました。たし 

か、Ａ君は以前にも、同じような質問をし 

てきたと思います。１年生の体育では、か 

なり前に「鉄棒」の学習をしていた記憶があります。何か月も立って、同じ質問をする

ということは、逆上がりに対する意識が高く、なんとしてもできるようになりたいと

いう強い意志の表れだと感じました。 

〇 私は、「左脚で思い切り地面を蹴ればいいよ。」「右脚を思い切り上に振り上げるとい

いよ。」「100 回練習すれば、できるようになるよ。」などと言いました。すると、Ａ

君は「え、100 回！」とつぶやいた後、「ありがとう。」と言って、玄関に向かいまし

た。向上心に加えて、このＡ君の礼儀正しさ。私は、A 君からすばらしいことを学び

ました。絶対に逆上がりができるようになるＡ君だと思います。 

 

【 「100 回」という数字 】 

〇 私が「100 回」という数字をとっさに出 

したのは、教職２年目の頃、向山洋一先生が 

「教育技術の法則化運動」として、多く出版 

された書物を読んだ記憶が、思い浮かんだか 

らです。「教育技術の法則化運動」の最も有名だったのが、「学級の子供全員が跳び箱を

跳ぶ」ために、ある指導法を取り入れると、実現するというものでした。私も実際にや

ってみて、自分の学級の子供全員が開脚跳びができたという経験をしました。 

〇 それと関係して、「物事ができるようにためには、100 回取り組む必要がある。」とい

うことが強調されていました。何十回やってできなくても、80 回くらいからできるよ

うになるという趣旨です。当時、私は的を得ていると感じたものです。この「100 回」

という数字を、私自身忘れず、今後も物事に挑戦してみたいものです。 

 


